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1　　　阿づまの光

大
本
は
宗
教
に
あ
ら
ず
神か

む

な
が
ら

	

天
授
の
真
理
説
く
道
に
ぞ
あ
る

	

夏
期
学
級
か
ら
学
ぶ
こ
と
　
　	

	

愛
善
宣
教
課
主
事
　
鈴す

ず

木き

林り
ん

太た

郎ろ
う

「
信
者
さ
ん
の
子
供
を
、
小
さ
な
う
ち
か
ら
神
さ
ま
を
信
じ
る
立
派
な
日
本
人
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
立
派
な
人
を
世
に
送
り
出
さ
ね
ば
大
本
も
発
展
し
ま
せ
ん
」（
二
代
教
主
さ
ま
）

今
か
ら
六
十
以
上
前
に
、
綾
部
で
う
ま
れ
た
夏
期
学
級
に
は
信
者
さ
ん
の
子
供
を
は
じ
め
、
町
に
住
む
一

般
の
子
供
も
大
勢
参
加
し
た
と
聞
い
て
ま
す
。

最
近
の
夏
期
学
級
に
参
加
し
た
、
子
ど
も
た
ち
の
感
想
文
（
抜
粋
）
を
紹
介
し
ま
す
。

「
大
人
に
な
っ
て
も
習
っ
た
こ
と
を
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
、
再
来
年
も
、
も
っ
と
大
本

の
こ
と
を
学
ん
で
、
み
ん
な
の
手
本
に
な
れ
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
」（
小
学
三
年
生
）

「
四
つ
の
恩
を
習
い
ま
し
た
。
一
つ
は
天
の
恩
、
一
つ
は
父
母
の
恩
、
も
う
一
つ
は
国
の
恩
、
最
後
は
衆
生

の
恩
で
、
み
ん
な
に
感
謝
さ
れ
た
ら
恩
返
し
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」（
小
学
四
年
生
）

「
学
ん
だ
こ
と
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
ち
ゃ
ん
と
〝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〟
と
伝
え
、
言
う
こ
と
で
す
。

そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
明
日
か
ら
も
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」（
小
学
五
年
生
）

感
想
文
の
中
で
、
一
番
多
く
使
わ
れ
る
の
が
〝
あ
り
が
と
う
〟
と
い
う
言
葉
で
す
。
ど
れ
も
素
直
な
反
省

と
明
日
か
ら
の
目
標
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
信
仰
生
活
の
中
で
大
切
な
こ
と
は
、
感
謝
と
省
み
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
青
年
部
時
代
、
夏
期
学
級
に
参
加
し
た
子
供
た
ち
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

実
は
、
前
述
の
感
想
文
を
書
い
た
三
人
は
、
全
員
信
徒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
蔭
に
毎
年
「
楽
し
い
か

ら
一
緒
に
行
こ
う
よ
」
と
誘
っ
て
く
れ
る
信
徒
の
子
供
た
ち
が
い
ま
す
。
彼
ら
は
立
派
な
宣
伝
使
で
す
。
私

は
〝
信
仰
を
継
承
す
る
者
が
、
み
教
え
を
世
に
伝
え
る
〟
と
思
っ
て
い
ま
す
。

冒
頭
の
二
代
教
主
さ
ま
の
お
言
葉
の
よ
う
に
、
将
来
の
日
本
、
そ
し
て
、
世
界
を
担
う
青
少
年
を
育
て
る

た
め
に
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
代
教
主
作
灰
釉
茶
盌
銘
「
鬼
門
島
」

［
金
龍
海
沓
島
土
・
本
宮
山
松
釉
］
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何
か
困
難
が
降
り
か
か
っ
て
も
善
を
思
う
、
あ

る
い
は
、
神
を
信
じ
て
誠
を
尽
く
す
。
こ
う
し
て

い
く
と
、
悩
み
や
苦
し
み
か
ら
離
れ
て
い
く
の
で

す
。
こ
の
善
、
誠
、
人
間
の
徳
が
人
生
を
、
世
の

中
を
変
え
て
行
く
力
に
な
る
の
で
す
。﹃

大
本
神
諭
﹄

が
、

実

直

に

「
あ
あ
し
な
さ

い
、
こ
う
し
な

さ
い
」
と
示
し

て
い
る
の
に
対

し
﹃
霊
界
物
語
﹄

は
、
読
み
進
め

る
過
程
に
お
い

て
、
執
着
が
と

れ
、
自
然
と
善

の
方
へ
導
い
て

く
れ
る
教
典
と

い
え
ま
す
。

型
の
出
る
大
本

大
本
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
や
が
て
日
本
へ
、

世
界
へ
、
小
さ
な
波
紋
が
大
き
な
波
に
広
が
る
よ

大本公開講座

と
な
り
、
こ
れ
が
天
産
物
自
給
で
す
。

世
界
中
が
、
万
物
の
親
で
あ
る
神
を
ま
つ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
、
土
地
も
、
衣
食
住
も
神
か
ら
い

た
だ
い
た
と
い
う
考
え
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

従
っ
て
農
業
が
仕
事
の
中
心
と
な
り
、
他
の
も

の
は
、
お
金
で
は
な
く
人
を
優
先
す
る
技
術
革
新

に
よ
っ
て
、
す
べ
て
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
労
働

時
間
は
一
日
一
時
間
で
足
り
、
貧
富
の
差
も
少
な

く
な
る
と
預
言
し
て
い
ま
す
。

③
空
中
文
字
・
飛
行
機
・
弾
丸
列
車

鉛
筆
や
万
年
筆
の
必
要
は
な
く
な
り
、
指
先
で

文
字
を
記
せ
ば
、
直
ち
に
相
手
に
届
く
と
預
言
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
携
帯
電
話
な
ど
の
さ
ら
に
進

歩
し
た
姿
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

飛
行
機
に
い
た
っ
て
は
、
墜
落
せ
ず
に
、
操
縦

も
自
由
自
在
に
な
り
、
東
京
・
大
阪
間
を
一
時
間

で
走
る
弾
丸
列
車
が
誕
生
す
る
と
も
。

そ
の
他
、
寿
命
が
長
く
な
る
。
無
尽
蔵
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
預
言
を
し

て
い
ま
す
。　

高
熊
山
修
行
と
『
霊
界
物
語
』

聖
師
は
、
明
治
三
十
一
年
旧
二
月
九
日
か
ら
一

週
間
、
丹
波
の
穴
太
（
京
都
府
亀
岡
市
）
に
あ
る
、

高
熊
山
で
修
行
さ
れ
ま
す
。

寒
空
の
中
を
襦じ
ゅ
ば
ん袢
一
枚
で
、
水
一
杯
飲
ま
ず
、

一
食
も
せ
ず
、
岩
の
上
に
静
座
し
て
無
言
の
状
態

で
過
ご
す
中
で
、
人
、
動
物
、
そ
し
て
万
物
に
対

す
る
慈
悲
心
、
感
謝
の
心
を
発
芽
さ
れ
ま
す
。

現
界
の
修
行
の
み
な
ら
ず
、
神
界
の
修
行
も
あ

り
ま
し
た
が
、
二
時
間
の
現
界
の
修
行
よ
り
、
一

時
間
の
神
界
の
修
行
の
方
が
、
数
十
倍
も
苦
し
か
っ

て
、
泥
棒
と
一
緒
に
道
を
改
め
る
。
こ
れ
が
ま
さ

に
応
じ
る
と
い
う
、
応
身
み
ろ
く
で
あ
る
と
説
い

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
報
身
み
ろ
く
の
時
代
が
〝
み
ろ
く
の

世
〟
と
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
に
は
、
風
水

火
に
加
え
、
人
が
引
き
起
こ
す
、
飢
饉
、
流
行
病
、

戦
争
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
大
峠
が
来
る
と
、
大
本
で

は
明
確
に
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

王
仁
三
郎
の
預
言

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
人
心
が
〝
元
の
神
世
〟

に
戻
る
こ
と
が
、
み
ろ
く
の
世
の
姿
な
の
で
す
が

〝
み
ろ
く
の
世
〟
と
は
ど
う
い
う
世
界
か
、　

聖
師

は
様
々
な
預
言
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹

介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
気
候
が
整
う

昨
今
は
、
異
常
気
象
が
続
い
て
ま
す
が
、
人
の

心
が
穏
や
か
に
な
れ
ば
、
気
候
も
次
第
に
整
っ
て

く
る
と
預
言
し
て
い
ま
す
。

古
く
は
〝
五
風
十
雨
〟
と
い
う
よ
う
に
、
五
日

に
一
度
風
が
吹
き
、
十
日
に
一
度
雨
が
降
る
よ
う

な
、
秩
序
正
し
い
気
候
が
、
日
本
の
国
土
に
適
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
天
産
物
自
給
の
生
活
と
な
る

現
在
は
お
金
や
物
中
心
の
社
会
で
す
が
、
み
ろ

く
の
世
に
な
る
と
祭
政
一
致
、
経
済
は
土
地
本
位

う
に
、
型
が
出
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
本
は
大
正
十
年
と
、
昭
和
十
年
に
国
家
か
ら

弾
圧
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、
昭
和
の
第
二
次
大

本
事
件
は
、
大
本
を
地
上
か
ら
抹
殺
す
る
と
ま
で

い
わ
れ
た
、
え
ん
罪
事
件
、
大
弾
圧
で
し
た
。

左
図
①
の
通
り
、
第
二
次
大
本
事
件
で
起
こ
っ

た
こ
と
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
、
六
年

後
の
同
じ
日
に
、
似
た
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

歴
史
上
の
型
の
他
に
、
地
理
上
の
型
も
あ
り
ま

す
。（
左
図
②
参
照
）

聖
師
は
﹃
日
本
は
世
界
の
胞え

な衣
に
あ
た
っ
て
お
っ

て
、
世
界
の
地
形
は
日
本
の
そ
れ
と
相
似
を
し
て

い
る
﹄
と
説
い
て
い
ま
す
。

本
州
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
、
北
海
道
は
北
ア
メ

リ
カ
、
四
国
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
九
州
は
ア
フ

リ
カ
と
地
形
が
似
て
い
ま
す
が
、
大
陸
を
流
れ
る

川
や
聳
そ
び
え

え
る
山
、
ま
た
そ
の
土
地
の
天
然
資
源
な

ど
も
、
相
似
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

世
界
の
廃
藩
置
県

﹃
霊
界
物
語
﹄
第
六
十
四
巻
は
、
明
治
の
廃
藩
置

県
に
相
当
す
る
内
容
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
は
文
字
通
り
一
つ
の
国
に

な
っ
た
の
で
す
。
政
治
や
経
済
が
統
一
さ
れ
、
国

内
は
自
由
に
行
き
来
で
き
、
標
準
語
も
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

﹃
霊
界
物
語
﹄
の
登
場
人
物
マ
リ
ア
は
、﹃
吾
々

は
、
世
界
に
あ
ら
ゆ
る
有
形
無
形
、
こ
の
二
つ
の

大
な
る
障
壁
を
取
り
除
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
有

形
無
形
的
障
害
の
最
大
な
る
も
の
は
対
外
的
戦
備

（
警
察
的
武
備
は
別
）
と
国
家
的
領
土
の
閉
鎖
と
で

あ
り
ま
す
﹄
と
説
き
、
さ
ら
に
、
人
間
同
士
、
特

に
宗
教
間
の
敵て
き
が
い
し
ん

愾
心
を
取
り
除
く
こ
と
が
、
肝
要

で
あ
る
と
続
い
て
い
ま
す
。

聖
師
は
事
件
の
解
決
後
、
大
本
が
弾
圧
を
受
け

た
の
は
神
意
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
戦
争
に
協

力
す
る
こ
と
な
く
済
ん
だ
、
武
備
撤
廃
は
世
界
の

さ
き
が
け
だ
と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。

大
本
で
は
、〝
万
教
同
根
〟
の
も
と
、
世
界
の
廃

藩
置
県
と
も
い
え
る
世
界
連
邦
運
動
や
、
正
し
い

食
・
農
を
普
及
し
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
国
際
公
用

語
化
を
目
指
す
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
本
に
出
る
こ
と
は
、
日
本
の
、
世
界
の
型
と

な
る
こ
と
を
信
じ
て
。

た
と
後
述
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
天て
ん
が
ん
つ
う

眼
通
、
天て
ん

耳じ

通つ
う

、
自じ

他た

神し
ん

通つ
う

、
天て
ん

言げ
ん

通つ
う

、
宿
し
ゅ
く
め
い命
通つ
う

な
ど
、
俗
に
い
う
超
能
力
の
大
要

を
会
得
し
、
大
本
の
教
義
を
確
立
さ
れ
ま
す
。

そ
の
内
容
は
二
十
三
年
間
封
印
さ
れ
、
大
正
十

年
に
、
神
の
お
許
し
を
得
て
著
し
た
の
が
﹃
霊
界

物
語
﹄
で
す
。﹃
大
本
神
諭
﹄
と
並
ぶ
二
大
根
本
教

典
と
い
わ
れ
、
全
八
十
一
巻
、
八
十
三
冊
に
及
び

ま
す
。

﹃
霊
界
物
語
﹄
は
、
聖
師
が
ご
口
述
さ
れ
た
も
の

を
、
側
近
が
筆
記
し
て
い
く
と
い
う
形
で
進
め
ら

れ
ま
す
。
筆
録
者
が
ど
の
よ
う
に
書
こ
う
か
迷
っ

て
い
る
と
、
聖
師
が
「
そ
こ
は
こ
う
書
き
な
さ
い
」

と
か
、「
句
読
点
が
間
違
っ
て
い
る
」
な
ど
指
摘
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
ご
口
述
が
寒
い
冬
で
あ
っ
て
も
、
場
面

が
南
洋
で
あ
れ
ば
、
聖
師
は
「
暑
い
、
暑
い
⋮
」

と
言
わ
れ
、
そ
の
反
対
も
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

参
考
書
を
一
切
使
う
こ
と
も
な
く
、
蜘
蛛
の
糸

が
す
ー
っ
と
出
て
く
る
よ
う
に
口
述
さ
れ
ま
す
。

﹃
霊
界
物
語
﹄
は
膨
大
で
す
か
ら
、
あ
ら
す
じ
を

端
的
に
述
べ
る
の
は
、
難
し
い
の
で
す
が
、
一
貫

し
た
テ
ー
マ
は
〝
み
ろ
く
の
世
を
来
た
す
〟
と
い

う
こ
と
で
、〝
元
の
神
世
〟
に
戻
す
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
、
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
宇
宙
の
創
造
か
ら
神
々
の
活

動
、
大
本
出
現
の
意
義
、
神
と
人
と
の
関
係
を
は

じ
め
、
政
治
、
経
済
、
芸
術
、
教
育
な
ど
内
容
は

多
岐
に
渡
り
ま
す
が
、極
論
と
し
て
〝
み
ろ
く
の
世
〟

実
現
の
た
め
に
は
、
人
の
心
を
変
え
ね
ば
な
ら
な

い
と
諭
し
て
い
ま
す
。

逆
に
言
え
ば
、
人
の
心
に
神
の
愛
と
智
を
伝
え

る
の
が
﹃
霊
界
物
語
﹄
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

救
世
の
神
業
と
は

出
口
王
仁
三
郎
聖
師
は
、﹃
か
む
な
が
ら
神

の
ま
こ
と
の
み
教
え
は
愛
善
世
界
の
提
唱
な
り

け
り
﹄
と
詠
ま
れ
ま
し
た
。〝
愛
善
世
界
〟
は

〝
み
ろ
く
の
世
〟〝
元
の
神
世
〟
と
も
言
い
換
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
の
精
神
を
〝
元
の
神
世
〟
に
戻
す
こ
と
、

言
い
換
え
れ
ば
、
神
の
御
心
に
叶
っ
た
生
活
の

実
践
が
、
大
本
神
業
の
根
幹
で
す
。

み
ろ
く
は
、
漢
字
で
弥み

勒ろ
く

と
表
し
、
聖
師
は

〝
い
よ
い
よ
、
革
あ
ら
た

む
（
め
）
る
力
〟
と
解
説
し

て
い
ま
す
。
王
仁
三
郎
は
、
み
ろ
く
は
法ほ
っ
し
ん身
、

応お
う
し
ん身
、
報ほ
う
し
ん身
と
三
つ
に
分
け
て
現
れ
る
と
説
き

ま
し
た
。

法
身
み
ろ
く
は
至
善
、
至
美
、
善
一
筋
の

神
と
説
き
、
出
口
な
お
開
祖
に
、
そ
の
は
た
ら

き
が
あ
り
ま
す
。

聖
師
自
ら
は
、
応
身
み
ろ
く
と
宣
言
し
、
そ

の
は
た
ら
き
は
、
善
悪
を
超
越
し
、
人
の
そ
し

り
や
悪
口
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
世
の
た
め
、

人
の
た
め
に
身
を
捧
げ
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
泥
棒
を
改
心
さ
せ
る
に
は
、
自
分

も
泥
棒
に
な
っ
て
み
る
と
い
う
の
で
す
。
そ
う

し
て
「
泥
棒
は
気
が
引
け
る
じ
ゃ
な
い
か
。
こ

ん
な
つ
ま
ら
な
い
こ
と
は
や
め
よ
う
」
と
諭
し

講師  猪
い の

子
こ

恒
ひさし

（東京宣教センター次長）

出
口
な
お

王
仁
三
郎

の
世
界
を
語
る

救
世
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
〜
出
口
王
仁
三
郎
と
霊
界
物
語
〜

掲
載
文
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
十
九
日
に
航
空
会
館
（
港
区
新
橋
）
で

開
催
し
た
「
大
本
公
開
講
座
」
講
演
録
の
要
旨
で
す
。

図①

図②

口述される出口王仁三郎聖師（中央）
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氏
（
前
大
本
モ
ン
ゴ
ル
本
部
事
務
局
長
・
通
称
ト

ム
さ
ん
）
が
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
浅
田
秋
彦
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が

あ
い
さ
つ
し
、﹃
新
抄
大
本
神
諭
～
三
千
世
界
一
度

に
開
く
梅
の
花
﹄
の
刊
行
を
紹
介
し
頒
布
を
呼
び

か
け
た
。

続
い
て
「
共
生
の
世
界
実
現
の
た
め
に
」
と
題

し
て
浅
田
セ
ン
タ
ー
長
が
講
話
を
行
い
、
大
本
の

宗
際
化
活
動
や
世
界
連
邦
運
動
に
つ
い
て
説
い
た
。

そ
の
後
、東
京
主
会
青
年
部
に
よ
る
﹃
霊
界
物
語
﹄

の
役
割
拝
読
「
天
開
の
花
」（
第
四
十
七
巻
）
が
奉

納
さ
れ
た
。大

本
公
開
講
座

第
百
三
十
五
回
大
本
公
開
講
座
﹃
出
口
な
お
・

王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
２
０
１
４
﹄
は
、
五
月

二
十
一
日
午
後
七
時
か
ら
、
港
区
新
橋
の
航
空
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
出
口
眞
人
社
会
福
祉
法

人
愛
善
信
光
会
理
事
長
が
「
出
口
王
仁
三
郎
の
提

言̶

未
来
の
世
界
・
経
済
・
教
育
は̶

」
と
題
し

て
講
演
し
た
。
参
加
者
は
五
十
七
人
（
内
、
一
般

三
十
四
人
）。

講
座
で
は
、
王
仁
三
郎
聖
師
の
お
歌
を
紹
介
し

企
業
繁
栄
祈
願
祭

今
年
で
三
十
二
回
目
を
迎
え
た
、
企
業
繁
栄
祈

願
祭
は
、
四
月
二
十
七
日
、
午
後
二
時
三
十
分
か
ら
、

大
本
東
京
本
部
で
執
り
行
わ
れ
、
七
十
四
人
が
参

拝
し
た
。

祭
典
は
、
祓
式
行
事
に
続
い
て
斎
主
が
「
企
業

繁
栄
祈
願
祭
大
神
奏
上
祝
詞
」
を
奏
上
。
続
い
て

一
同
で
「
天
津
祝
詞
」
を
奏
上
し
た
。

次
い
で
、
斎
主
が
市
杵
島
姫
命
さ
ま
に
「
企
業

繁
栄
祈
願
祭
祝
詞
」
を
奏
上
し
、
全
国
か
ら
申
し

込
ま
れ
た
、
百
九
十
九
社
の
企
業
名
が
読
み
あ
げ

ら
れ
、
世
界
経
済
の
発
展
と
繁
栄
を
祈
願
し
た
。

続
い
て
、
各
企
業
の
代
表
一
名
が
玉
串
を
捧
奠

し
、
一
同
で
「
神
言
」
を
奏
上
、
讃
美
歌
を
斉
唱

し
祭
典
を
終
え
た
。

祭
典
後
、
東
光
経
友
会
を
代
表
し
て
浅
田
秋
彦

会
長
が
あ
い
さ
つ
を
の
べ
、
続
い
て
高た
か
と
り取
言こ
と
ひ
こ彦
五

興
運
輸
株
式
会
社
・
代
表
取
締
役
社
長
が
「
生
き

る
こ
と 

生
か
さ
れ
る
こ
と
」
と
題
し
て
記
念
講
演

を
行
っ
た
。東

光
苑
月
次
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭
は
五
月

十
一
日
、
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、
斎
主
・
和
田

桂
一
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、
三
百
四
十
人

が
参
拝
し
た
。

祭
員
は
神
奈
川
主
会
、
少
年
祭
員
は
神
奈
川
主

会
の
野
田
基
く
ん
、
堀
幹
矢
く
ん
、
松
倉
遼
人
く

ん
、
草
野
友
哉
く
ん
、
伶
人
は
宮
咩
会
関
東
支
部
、

大
本
神
諭
拝
読
は
木
村
郡
志
千
葉
主
会
次
長
、
添

釜
は
東
京
主
会
玉
松
分
所
の
皆
さ
ん
が
担
当
し
た
。

祭
典
後
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
国
費
で
東
京
大
学
に

留
学
中
の
、
バ
ト
エ
ル
デ
ネ
・
ト
ウ
メ
ン
ウ
ル
ジ
ー

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

6
月８

日
（
日
） 

午
前
10
時
30
分
執
行

  

東
光
苑
月
次
祭
・
世
界
平
和
祈
願
祭

  

人
類
愛
善
会
記
念
祭
典
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

18
日
（
水
） 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

  

大
本
公
開
講
座
（
航
空
会
館
・
港
区
新
橋
）

  

「
出
口
な
お
・
王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
2014
」

 

講
題

日
本
お
よ
び
日
本
人
の
使
命

～
日
本
は
世
界
の
要
～

講
師

山
田
歌
（
総
務
課
主
幹
宗
教
協
力
担
当
）

29
日
（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

  

東
京
本
部
直
属
信
徒
研
修
会

７
月13

日
（
日
） 

午
前
10
時
30
分
執
行

  

東
光
苑
月
次
祭

16
日
（
水
） 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

  

大
本
公
開
講
座
（
航
空
会
館
・
港
区
新
橋
）

  

「
出
口
な
お
・
王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
2014
」

 

講
題

芸
術
は
宗
教
の
母
な
り

～
宗
教
即
生
活
即
芸
術
～

講
師

髙
木
日
出
喜
（
大
本
楽
天
社
事
務
局
主
幹
）

東京本部直属信徒研修会

日　時	 ６月２９日（日）

	 午前９時半（受付）～午後４時頃

会　場	 大本東京本部

参加費	 １，０００円

	 ※昼食１回・資料代・記念写真代含む

	 但し、家族２人目から５００円

	 ※期間外の食費・宿泊費は別途となります

定　員	 ４０人

	 ※希望の方には宿泊申込を承ります

持ち物	 筆記用具、他

	 ※宿泊される場合は入浴・宿泊具などを

	 　ご持参ください

内　容	 愛善歌の練習・茶席入席・お作品拝観

	 講話「神祭と霊祭」・「神業奉仕について」

	 実習「大本宣伝歌の斉唱」

	 歓ぎの座・総合質問会、等

締　切	 ６月２３日（月）

申込先	 東京宣教センター・愛善宣教課

真の幸福は、お互いが

親切にし合うところにある。

（出口日出麿尊師）

な
が
ら
日
本
人
の
使
命
を
説
き
、「
日
本
の
精
神
的
、

伝
統
的
価
値
観
を
大
切
に
し
て
、
み
ろ
く
の
世
建
設

に
向
け
て
共
々
に
手
を
携
え
、
ま
い
進
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
、「
日
本
固
有
の
宗
教
心
は
自
然

へ
の
畏
敬
の
念
か
ら
生
ま
れ
た
と
認
識
し
た
（
男

性
・
一
般
）」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

今春から留学しているトムさん

東京主会青年部による
『霊界物語』役割拝読の奉納
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